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· 出席者は記録者が印を付ける。
＜研修案内＞
・今年度の看護グループ研修は、9月まで、対象者にメールで研修資料とミニテストが送信され、テストに答えて返信することで参加となる。研修内容一覧は相談室に掲示。

・救急対応の研修はDVDを利用し部署毎に行う予定であり、カンファレンス勉強会に取り入れていく。
・令和3年度　第2回院内研修

　日　時：6月22日（火）、23日（水）17:30～18:30
　場　所：メンタル3階会議室
　テーマ：｢最近の事故の傾向｣
　講　師:医療安全管理委員会　松村SGM
＜全体連絡＞
・6/23千葉学園の看護学生の実習あり。7月は千葉学園と八戸学院大で計3回の予定。
・次期勤務表はお盆があり、7/16～8/31で作成するため、年休も8/31まで申請すること。
・感染対策管理委員会より新型コロナウイルスの啓発活動としてWIZ掲示板と病院2階掲示板に掲示している為確認をするように。
・データベースについて

　新規利用者の日誌入力、メール作成に加え、デ－タベースの更新（氏名・病名・利用開始日）を行う。退所の方も同様で当日中にデータベースから削除する。

・7/5～8/27　東北メディカル学院から実習生あり。

指導者：蕨野さん　受け持ち：繁名　和恵様か鈴木　真知子様

・7/2までに学術のテーマと、メンバーを蕨野さんへ伝えること。
・青風荘入居者様の事例検討を水曜日に実施していたが、プログラムと重なり参加が難しい状況であり、7月から金曜日で調整済。
・各受け持ち毎に精神科の入院期間と初回算定日のチェックとデータベースへの情報の入力を6月中に終えること。

・利用者様のコロナワクチン接種者リストを作成したので、各利用者様から接種についての情報収集・意向確認を行っていく。
・日誌の減算対象者の記載方法を検討する　

グレーの塗りつぶし：減算者　ピンクの塗りつぶし：今後減算になりうる利用者様

７月から実施していく予定。

＜利用者様情報＞

デイケア

・関　　秀治　様～本人より電話があり、昨日グループホーム世話人から情報があったように、「野犬がうろついており、怖いためデイケアを休みたいです。世話人へも言ってあります。」と話している。野犬がうろついていたのは、昨日ではないか確認すると、昨日だが、近くの林に逃げ込んだ為いつ遭遇するか怖いと話している。同グループホームの入居者と一緒に来所することを提案するが、「いやー。逃げるのが苦手なので。」と渋っている。見かけた際はすぐに世話人へ電話し、保健所へ連絡してもらうように助言している。その後再度グループホーム世話人より情報提供がある。本人様から明日からはデイケアに行くと聞かれているとの事だが、犬への恐怖心が強く聞かれている為、デイケアまでの道のりを同行して欲しいと依頼があったとの事。可能な限り対応する事とし来所を促しているとの事。
・番沢　政勝　様～グループホーム世話人より情報提供あり。昨夜も吐き気症状があったと今朝の訪問時に報告があったとの事。原因を聞くも心辺りは無いとの事。内科受診を促すも金銭的な理由で受診に拒否的であったと。来所時に専門職種から状態確認して欲しいと依頼を受けている。昨夜嘔気があった件で体調を確認すると、今朝は治まり食欲もあると話しているが、先日の嘔吐後から「何かスッキリしなくてよ。この辺が。」と胸の辺りとさすっている。良く噛まずに、早食いであると言うため、十分に噛み、ゆっくり食べるように促している。
ショートケア

・関原　紗奈恵様～R3.4.20自宅退院後、　4.23よりショートケア開始となっている。スタッフや他利用者様に穏やかに挨拶をして、積極的に交流を持ち過ごすが、特定利用者様数名に話し掛けた際に返答がないと被害的になっている。相手も緊張している事を伝え、徐々に慣れていくことを勧めている。以降、身体不調、精神不調による欠席が続き、徐々に無断欠席となり、こちらからの架電にも応じず母様へ状況確認していた。臨時受診し薬剤調整で徐々に落ち着いてきたとの事で安定した際は再びショートケアの利用を促していた。今回、通院先変更に伴い、母様よりショートケアの終了希望があり、主治医報告にて本日でショートケア利用中止となる。
・田端　希依子様～しばらくショートケアを利用しておらず、近況確認のため電話をしているが、電話に出ることは無く、折り返しの電話もない。今後も電話連絡を行っていくこととしている。
デイナイトケア
・古舘　正行　様～レクダンス中に動きが止まっていることがあり、声を掛けると目を閉じているため眠くないか尋ねると「大丈夫」と返答し目を開くもすぐに目を閉じてしまい眠気が強く転倒の危険性があるため、椅子に誘導し座って運動するよう促している。その後の作業療法などのプログラムには居眠りしながら参加しているが、眠いのか声を掛けると「眠い」、「飛行機持ってる」と質問と関係ない返答も聞かれている。
・山下　拓也　様～来所後、女性利用者様の隣に座ろうとして「やめて」と拒否されている。すぐに別の女性利用者様の隣りに座ろうとしており、気にする様子はない。ミーティング中居眠りしており、何度も声を掛けているが、「眠れていない、睡眠時間3時間だ」と話し眠ってしまう。ミーティング後、運動プログラム開始時間まで横になって休んでいるが、ウォーキングやラジオ体操には参加している。レクダンスの曲がかかっても横になっているためプログラムには参加するよう声を掛けると、起き上がり空いている場所に移動し体を動かしている。作業療法では居眠りしながら塗り絵に取り組んでいる。
・古川　富蔵　様～10時過ぎに腰痛訴え静養室での休養を希望、11時まで利用している。腰痛が酷い時には運動プログラムは無理せず、椅子に座って行うよう伝えると頷いている。その後は腰痛の訴えは聞かれず、各プログラムに参加している。
＜祝日等プログラム案＞
7/22（木）　　DC：調理･･･サラダうどん、フルーチェ
　　DNC：おやつ作り･･･簡単わらび餅　東京オリンピック観戦等
7/23（金）　　DC：調理は行わず
　　　　　　　DNC：東京オリンピック観戦等　おやつ：アイスクリーム
8/9（月）　納涼会：調理、スイカ割りなど
8/13（金）・16（月）：お盆
9/20（月）・23（木）：バーベキュー
※詳細については利用者様の意向も確認しながら決定していく予定。
